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民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
状

新
任
は
野
村
ト
モ
さ
ん
ら
1
0人

岡
見
町
担
当
の
民
生
委
八
・
児
童
蚕

員
の
伍
期
か
満
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、

十
二
川
一
日
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た

二
十
人
の
同
委
員
に
委
嘱
状
が
女
付

さ
れ
ま
し
た
．
委
嘱
状
の
交
付
を
受

け
た
の
は
、
再
任
さ
れ
た
菊
地
平
助

き
ん
ら
】
．十
人
と
新
任
の
野
村
ト
モ

さ
ん
ら
十
人
の
．．．
十
人
．

民
生
委
μ

の
役
目
は
、
阯
会
福
祉

の
増
進
の
た
め
に
、
地
城
の
人
々
の

生
活
状
況
を
把
握
し
。
秘
密
を
守
り
、

特
に
生
活
に
附
窮
し
て
い
る
Ｌへ
た
ち

の
保
畿
や
指
導
、
困
り
ご
と
相
談
な

ど
、
町
や
吐
会
福
祉
恥
務
所
が
行
う

業
務
へ
の
協
力
な
ど
で
す
。
厚
生
大

臣
が
委
嘱
し
。
任
期
は
、
孚
成
七
年

卜
二
日り
一
日
か
ら
三
年
間
。
ま
た
、

民
生
委
八
は
、
児
童
や
妊
産
婦
の
生

活
環
境
の
保
護
や
保
継
な
ど
に
『

い

て
、
援
助
や
指
導
を
行
う
児
敏
委
員

も
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

委
嘱
状
が
女
付
さ
れ
た
後
に
行
わ

れ
た
民
生
蚕
員
協
議
会
で
、
総
隋
に

菊
地
平
助
さ
ん
、
副
総
務
に
渋
谷
愛
7
.

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た

退
任
は

曳
地
善
作
さ
ん
ら
1
0人

今
期
限
り
で
民
生
ｌ
ｎ

・
児
敬
委

員
を
退
任
さ
れ
る
曵
地
善
作
さ
ん
・
６

十
人
に
、
．厚
生
人
臣
と
町
長
か
ら
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

■
退
任
さ
れ
た
方
々
　
〔
敬
伶
略
〕

曵
地
　
両
作
　

安
藤
　

卜
ｊ

菅
野

賢
郎
　

山
内
　

聰
ｆ

高
橋

恵
子
　
　

高
唱
蘓
右
工
門

高
鳴
　
隆
雄
　

佐
藤
八
爪
Ｆ

占
川
　
．二
火
　

付
上
ミ
チ
ｒ

【国見町担当民生委員・児童委員】

任期 平成７年12月１日～平成10年11月30日

氏　　 名 �担　 当　 町　 内　 会 �電話畧哇

阿　 部 俊 恒 �徳江北・第７ �85一一2237

後　藤　　 －�乱８・第９ �85一一3676

佐久間　 フ　ミ �勧10 ・ 第11 ・第12 �85 4 似 8

佐　葎　光　誰 �只川 �85-4736

渋 谷 愛 ｆ �光明々 �85 - 3922

後　藤　ア　ヤ �高城 �85一一3829

松　浦　ひろ子 �人木戸 �85  ー3774

材　.lこ　金　iE �山恨 �85－3278

綏 澤　　iE �原町・筍舘・並柳 �85 ｰ 4273

井　砂　喜代子 �中部・北部 �85－3205

松　浦　輝　 夬 �川内 �85 ｰ  2  圏 ｰ

氏　　 包 �担　 町　 町　 内　 会 �電話番り･

斎　蘓　光　人 �小坂・人川川 �85 - 358 】

野　付　ト　 モ �|川ll ・ 皈僑 �85 - 幻 98

浅 野 やへj゛.�泉Ⅲ| ン 農Ⅲ中・帛Ⅲド �85 ｰ 2875

鴨　川　消　 －�鳥収・内 谷西・内谷束 �85－3790

ａ　 津　rl,I　恵 �駅加 �85-2004

山　崎　 ヤ　ィ �人町南 �85 ｰ 2255

小　西 絹　j'･�人町北・錦町 �85 - 幻 87

.ﾐ　瓶　　 茂 �
山崎小舘・山崎宮‘舘・人坂

肖 前 �85
－5042

限 浦 惣 �本町・鶉町 �85･ 2063

簗　瀬　貞　1` �宮町南・山崎 沢口| �85 ｰ 4644

佐久間　　 巌 �宮町北 �85-2203

武 ［H　　 勲 �官東・町 柬 �85 ｰ 4078

鳥　野 時　 子 �ll
野・石ほ田虫・石毋皿表

石ほ川北 �ｰ
 2426

菊　地　ず　助 �石毋日1原・石吁川西 �85 一 4758

佐 藤 洋 ｆ �山崎北・山崎舘 �85- 24 )

古　IH　　 棯 �此山・山崎 緋谷 �85 ｰ 230

斎 藤 洋 子 �
源宗山東・源宗山西

源宗山北 �85
 ｰ 2418

佐久間　 モ　ト �第１・第２ �85 一 4739

iな　川　膊　基 �第３・叭４ �85一3769



平
成
八
年
度
入
学
予
定
児
童

甲
成
八
年
四
月
に
小
学
校
へ
人
学

す
る
児
童
は
、
平
成
元
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
予
ど
も
た
ち
で
す
。

平
成
七
年
九
月
一
日
現
在
の
入
学

や
定
児
童
は
次
に
記
載
し
た
百
九
人

｛
脚
四
卜
五
人
。
女
六
十
四
人
｝
。

な
お
。
氏
名
に
誤
り
や
記
載
も
れ

が
あ
れ
ば
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

－

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

Ｓ
困
2
1
1
1
　

内
線
２
１
１

入
学
予
定
児
童
名

（

敬

称

略

）

【
小

坂

小

学
校

】

片
平

遼
巳
　

俺
藤
裕
次
郎

仲
野
　

学
　

蓬
田

和
平

仲
野
　

宏
　

安
藤
祐
太
郎

瀬
戸
　

瞬
　

佐
藤
　

恵

朽
木
麻
咀
花
　

関
口
　
じ
実

梅
谷
由
紀
子

「
藤

田

小

学

校

」

岩
崎

景
太
　

太
田
　
民
生

鈴
木
　

亮
　

舟
山

大
輔

玉
手

輿
人
　

菊
地
　
健
人

鑓
水

利
樹
　

鈴
木
　

涼

竹
野

圭
佑
　

胯
山

晃
平

実
沢

雄
平
　

阿
部

康
平

菅
野

直
基
　

中
田

悠
葭

齋
藤

光
正
　

佐
藤
　
大
介

佐
久
問
峨
に
　

阿
部

義
龠

古
田
　

睛
　

伊
東

寿
哉

吉
田
　
啓
太
　

谷
津

翔
人

谷
津

貴
大
　

谷
沖
　
智
大

鴨
田

和
幸
　

伊
藤

和
哉

吉
田

光
輝
　

商
価

亮
太

鈴
木

克
歩
　

熊
坂
　
詳
子

新
非
貴
美
子
　

小
西

麗
奈

占
旧

幸
加
　

蒲
倉
　

愛

澁
谷

英
里
　

菊
地
　

綾

大
擒

美
徳
　

鈴
木
　

茜

高
野

彩
夏
　

高
瞞
美
祐
賢

尾
形
　
七
恵
　

本
田
真
紀
子

斎
勝

紀
7
.
　

佐
藤

愛
芙

八
巻

佑
衣
　

滝
川
　
彩
夏

吉
川

仔
希
　

商
橋

生
恵

阿
部

静
香
　

赤
坂
茉
莉
那

八
卷
真
理
菜
　

佐
藤
　
成
笂

阿
郎

希
望
　

佐
藤

克
江

岡
崎
亜
紀
子
　

闌
　
明
日
香

占
ｍ
　

葵
　

田
口
あ
か
ね

佐
久
間
理
沙
　

遠
藤
栄
里
子

前
島

彩
加
　

菊
池

陣
子

渡
辺

未
来
　

佐
久
川
恵
利
華

安
達

千
草

「
森

江
野

小

学

校

」

佐
久
間
俊
嘉
　

近
野

祐
也

石
川

慎
也
　

菊
地
　

渉

近
野

祐
哉
　

隍
久
間
裕
也

佐
藤

浩
二
　
　
徳
江

大
輔

宍
戸
　
彩
華
　

渡
辺

頁
衣

八
巻
　
七
爪
　

不
葉

桜
子

徳
江
晶
晶
美
　

寺
励

玲
奈

斎
藤

幸
忠

「
大

木

戸
小

学

校
」

大
波

康
宏
　

谷
津
　
陽
介

商
橘
　

瞳
　

菊
池
　

幸

訟
浦
亜
沙
子
　

高
橋

芙
里

武
田
秒
由
美
　

遼
腰

千
晶

村
ｈ
賀
奈
そ
　

忍
　

菜
摘

八
鳥
奈
保
美
　

佐
藤
　
ル
ミ

【
大

枝

小

学

校
一

佐
麟
　

恵
　

井
砂

文
音

鈴
木

佳
奈
　

松
浦

宏
美

佐
久
間
芙
佳
　

佐
藤
は
る
か

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
種
団
体
・
個
人
表
彰

長
年
。
行
政
各
分
野
で
の
協
力
や

優
れ
た
実
績
を
あ
げ
た
団
体
と
個
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
庁
等
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
を
受
け
た
団
体
・
個
人
は
次

の
と
お
り
。

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰

国
見
町

国
民
年
金
事
業
優
良
団
体
福
島
県

知
事
感
謝
状

只
田
国
民
乍
金
組
合

福
島
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
遮
合
会

長
表
彰

樋
口
　
馨

保
原
保
健
所
地
ほ
保
健
委
員
連
合

会
長
表
彰
（
保
健
衛
生
活
動
功
労
）

照
田

キ
ヨ
　
　

宍
戸
　
直
二

商
橋
と
し
子

献
血
推
進
功
労
者
血
液
セ
ン
タ
ー

所
長
感
謝
状

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
鬼
わ
さ
び
本

繍

伊
達
地
区
保
健
衛
生
協
力
会
艮
表

彰
案

喜

．
郎

福
島
県
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
長

表
彰為

礦

芳
揶

統
計
調
査
員
福
島
県
知
事
表
彰

仲
野
周
一
郎

福
島
県
統
計
協
会
長
表
彰

野
村

和
夫
　

菅
野

莠
子

福
島
県
警
察
本
部
長
表
彰

地
区
防
犯
協
会
大
木
戸
支
部

須
田

寛

】
　
　
鈴
木
　
正
文

佐
藤

尚
徳

桑
折
警
察
署
長
表
彰

Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
閥
見
総
合
支
店

大
内
　
勝
美
　

商
檎
　
一
古

拜
砂
　
善
栄
　

谷
津
　
正
晴

外
山

武
雄
　

小
紫
　

実

大
波

治
男
　

佐
藤

利
夫

菊
地

久
恒
　

波
辺
　
善
一

斎
藤
　

賢



も年今

んさくた お 米
たしまきでが

一い集のりのみ小坂小一

十
一
川
十
じ
日
、
小
坂
小
学
校

（
佐
藤
忠
雅
校
長
）
で

。み
の
り
の

集

い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
妲

い
は
、
米
作
り
を
体
験
学
習
と
し
て

取
り
入
れ
て
い
る
闘
校
の
秋
の
恒
例

行
巾

。‘

児
康
は
、
斎
勝
実
さ
ん
の
水
川
約

凹
ア

ーー
ル
を
借
り
、
保
護
青
の
協
力

を
得
な
か
ら
、
田
お
こ
し
を
は
じ
め

田
植
え
、
稲
刈
り
そ
し
て
晩
穀
ま
で
、

米
作
り
の
す
べ
て
を
体
験
し
ま
し
た

仲
野
夕
紀
さ
ん
が
児
童
を
代
表
し

て
、

一『
五
月
に
碵
え
た
苗
が
豊
か
な

実
り
と
な
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
う

れ
し
い
こ
と
で
卞
一

と
感
想
を
述
べ

た
の
に
続
き
、
佐
藤
校
長
が

’お
米

の

。
粒

。
暄
に
み
ん
な
の
力
が
こ
も

ｆ．
て

い
ま
す
．

協

力
し

て
く

れ
た
万

た
ち

へ
の
感

糾
の

気
持

ち
を

か
み
し

め
な

が
ら
味

わ

乙
て
く

だ
さ

ご

と

あ

い
さ
？

．

ま

た
．
冨

永
町

長
は

Ｉ
お

招
き

い

た

だ
き
あ

り
か
と

う
．

米
作

り
を

と

お
し

て
み
な

さ
ん

は

と
て
む

良

い
経

験

を
し
ま
し

た
．

ふ
な
丶
』ん

か

．
生

懸
命

作
・

た
お
淞

を

ご
ら
そ

う
に
な

り
ま

す
」

と
、

お
乢
の

こ
と

ば
を
述

べ
ま

し
た
．

恥

作
り

に
つ

い
て
学

ん

だ
こ
と

を

発
癶

し
た

後
、
皆

で
楽

し

い
昼
食

を・

と

り
ま
し

た

（
ｒ
叭
の

収
穫
叺

は

、

匸

．一
．
㎏
．

や
る

じ

ゃ
ん
！

商
齢

阯
会

を
気

持
ち

よ
く

迦

ご
す

た
め

に
、

高
齢

者

と
介

護
抒

の
介
護

教
室
か

十

、
月

十
六
日

に
始
ま

り
ま

し

た

。

開
溝

に
あ

た

ご

ぺ

冨

永
国

見
町

社
会

福

阯
協

議
会

鍵
か

７
酳
齢
冴

か

傾

り
に
す

る
の

は

、
身
近

に

い
る
家

族
で

す

。
在
宅

看
護

は
大
変

な

こ
と

で
す

か

。
こ
の

介
護

敦
室

で
知
識

と

技
術

を
身

に

つ
け
、

役
立

て
て
く

だ

さ

い
」

と
あ

い
き
つ

こ

の
Ｈ

は

。
公
立
藤

………
総

合
病

院

の
鈴

木
耶

夫
副

院
。長

か

「
高
齢
者

の

健

康
管

理
一

を

、
同

病
院
膏

野
智

子

Ｌ

仟
看

護
婦

か

一
訪
問

看
護

の
現
状

」

を
講

義
。

円
卜
人

の
受

講
者

は
、
熱

心
に

聞
き
入

っ
て

い
ま

し

た
。

介
護

教
宰

は
、

十
二

月
八

日
ま
で

、

五
回

に
わ

た
『

て

行
わ

れ
ま
し

た

。

く
ら
し
に
生
か
す
介
護
教
室



「
や
さ
し
さ
マ
ー
ク
」

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に

福
鳥
県
か
推
奨
す
る
「
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
該
当
す
る
建

築
物
と
し
て
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
卜
四
件
か
選
ば
れ
、
「
や
き
し

さ
マ
ー
ク
」
か
交
付
き
れ
ま
し
た
。

交
付
式
は
、
十
一
月
十
日
、
柚
島

巾
の
杉
ｌ
会
館
で
行
わ
れ
、
4‐
円
の

施
設
の
代
衣
斉
に
、
や
さ
し
き
マ
ー

ク
を
表
示
し
た
ブ
レ
’‐
Ｆ

か
食
付
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
「
や
さ
し
さ
マ
ー
ク
ー
は
、

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
桁

す
福
島
県
か
、
高
齢
者
や
陳
害
者
を

は
じ

め
、
す

べ
て

の
県
民

が
安

心
し

て
利
川

で
き

る
よ
う

配
世

さ
れ

た
世

築
物

や
道

路
、
公

園
な

ど
に
女

付
す

る
も

の
で
す
『
。

対

象
は

公
共
施

段
、

民
川
砲

設
を

間
わ

ず
、
人

に
や

き
し

い
ま
ち

づ
く

り
条

例
で
定

め
る
基

堆

を
満

た
し
て

い
る

こ
と

が
簔
Ｍ
‥で

、
へ
’
印

度

で

叫

回
日

。

交

付
先

は
、
今

川
の

交
付
分

を
Ｉ・含

め
て

六

十
六
件

、
伊
達

部
内

で
は

初

め
て

の
交
付

と
な

り
ま
才

観
月
台
公
園

彫
　
塑

「
装

い

」
と
「
春

韻

」

し
ゅ
ん
い
ん

やさしさマーク

交 付基 準 適合

福島県

「　装　　　 い　」

彫唳に川品 された作ぷl. 二休と も日本彫 刻会八で，llj

鰔特迴をはしめ．数 々の賈を受 けてい る神野忠和氏か

製作．

.二つの像は ．創業・躪|年を迎えた八巻石材ll業株式

会 い ､ 谷 物広代表取締役）から の寄付金で設置され

たもの．

「　舂　　　 韻 」

ILlj211. 観ﾇ･|台公園で二体のブロ ンズ’掬の除幕式

が行われ ました.

こ休のブロ ンズ像は 、1 装い」 と「 春i廴.

F叢い 」は 、少女か、瓦し（ よそおい筋る姿を祐楚

に友した むのて･、第17111）11彫屬に出IwIされた作IMI,.

--ゐ、ーｌ春aji」は、･ｓの悦びや躍動感を裸婦の､‘xち

姿でおもむき深く表現し たもので、「装い」 闘様．||



キ
ビ
キ
ビ
と
防
火
訓
練

公
立
藤
田
総
合
病
院
で

福
島
市
飯
坂
温
泉
の
旅
館
火
災
と

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
多
数
の
死
傷

者
か
出
た
こ
と
を
教
訓
に
ト

ー
月
三

十
日
、
公
立
藤
剛
総
合
病
院
で
、
伊

達
地
方
消
防
組
合
西
分
署
、
国
見
・

桑
折
両
町
消
防
団
と
病
院
関
係
者
な

ど
五
百
三
卜
人
が
参
加
し
て
大
か
か

り
な
総
（
口
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
卩
の
訓
練
は
、
大
地
震
で
同

病
院
か
被
古
を
受
け
、
配
ぜ
ん
室
付

近
か
ら
出
火
し
た
と
の
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

出
火
通
報
と
同
時
に
看
護
婦
や
病

院
職
ほ
か
初
期
消
火
に
当
た
る
と
と

む

に
患

者
を
駐

眼
場

へ
避

難
誘
導

．

ま

た
、
西
分

署
の

レ

又
キ
ュ

ー
隊

は

．
は

し
ご
嗔

や

ロ
ー
ブ

ブ
リ

．
ジ

法
な

ど
で
逃

げ
遅

れ
た
心

者
を

救
出

．

そ
の

後
、

ポ
ン
プ

車

が
一
片

に
放

水

し
．

訓
練
を

終
了

．

統
監

の
ｙ
ｍ
水

町
長

は
、

・「
こ

の
訓

楝

が
十

分
生
か

さ
れ

る
よ
う

、
日

頃

か

ら
し

っ
か
り

し

た
心
哢
え

を

‘
と

講

評
．

吋
病

院
で
は

、
こ

れ
ま
で

年
二

川

の

防
災
訓

練
を
火

施
し

て
き

ま
し

た

か

、
関

係
機
関

が
一
体

と
な

二

ヽ
実

施
す

る
防

災
訓
練

は
今

回

が
初

め
て

．

税に関する作品
コ ン ク ー ル

書 の 部に444点

標語の部に695点の応募

国

見
町
納

脱
貯

蓄
組

合
辿

合
会

で

は

、
脱
に
対

す
る

関

心
と
納

脱
心

識

の

高
楊
を
・
図

る

た

め
、

睨

に
閨
す

る
什

品
コ

ン
ク

ー
ル

｀
か
一
実

施
し

ま

し

たこ

の
コ

ン
ク

ー
ル

は
、
小

学
皎

丘

乍
牛
・
八
年
生
と
中
学
生
を
対
象
に
行

わ

れ
、
杙
‥
の
部

に
円
四

四
点

、
吟

語

の
郎

に
六

九
瓦
点

の
心
啄

が
あ
り

ま

し

た
．

Ｉ
Ｕ

．．．
卜
日

に
．
柵

島
睨

携
ｙ

、

福
島

県
県
北

地
方

振
眼

局
の

担
当
者

な

ど
が
作

品
の
審

介
を

行

い
ま
し

た
．

人

賞
作
品

は
、

ト

ー
Ｕ

卜

．
日

か

ら
卜

匕
卩
ま

で
の

一
睨

を
知

る
週
川

｀

に
ぺ
口
わ
せ
、

国
兄

町
夊

化
祭

や
福
鳥

巾
長

崎
屋
特

設

ギ

ご
フ
リ

ー
に
展
示

さ
れ
た
ほ

か
、
什
民
脱
申
ｔ
‥
相
談
会
場

に
も

掲
示
さ

れ
ま

す
．

な

お
、
人

賞
行

は
次

の
と

お
り
．－

（

敬

昨

略

）

■
標
語
の
部

・
最
優
秀
賞
（
福
島
脱
務
署
長
賞
）

税
金
で
成
り
立
つ
社
会

よ
い
暮
ら
し

県
北
中
一
年
　
　

津
田
　
朋
笑

・
優
秀
賞
（
国
見
町
長
賞
）

藤
川
小
五
年
　
　

大
槻
　
唯
也

轟
汪
野
小
五
年
　

佐
久
間
織
絵

人
木
戸
小
五
年
　

笠
松
　
幸
治

県
北
中
一
年
　
　

佐
藤
　
恵
子

県
北
中
二
乍
　
　

佐
藤
山
４
里

・
同

（
国
見

町
納

脱
貯

蒂
組
べ
口
連
か

会

艮
賞

｝

小
坂
小
六
年
　
　

菅
野

大
輔

４

汪
野
小
六
乍
　

菊
地
　
純
也

人
木
戸
小
八
年
　

志
村

瑠
芙

県
北
中
一
年
　
　

佐
藤
　
智
裕

以
北
中
．一
年
　
　

半
沢
　
沙
希

－

耆
の
部

・
最
縫
秀
賞
（
柵
島
脱
務
署
長
賞
）

藤
川
小
耘
年
　
　

新
井
　
一
平

藤
川
小
六
壓
　
　

加
藤

心
ｆ

県
北
中
一
年
　
　

寺
鳥
　

誚

・
優
秀
賞
（
国
見
町
長
賞
）

葎
…ｍ
小
『ｋ
乍
　
　

松
川
　
廴
史

蘓
旧
小
六
年
　
　

佐
膝
　
尚
徳

県
北
中
三
乍
　
　

斎
藤

絢
子

・
川
（
Ｍ

鳥
県
以
北
地
方
振
興
局
Ｋ
賞
）

藤
附
小
六
午
　
　

徳
苅
　
俘
虜

県
北
中
一
二
年
　
　

松
浦
佳
奈
．卜

・
同
（
福
島
地
区
納
脱
貯
蓄
組
合
連

合
会

艮
賞

）

叶
板
ｄ
六
坏
　
　

仲
野

夕
紀

森
江
野
小
五
午
　

菊
地
　
千
広

森
江
野
小
五
年
　

佐
久
間
織
絵

森
江
野
小
六
年
　

小
島
奈
津
美

県
北
中
一
年
　
　

渡
辺
　
珠
里

県
北
中
二
年
　
　

玉
木
佐
友
里

県
北
中
ミ
年
　
　

佐
藤
亜
希
１

・
同
（
福
島
地
Ｋ
脱
務
関
係
団
体
協

遙
会
長

賞
）

藤
附
小
．瓦
年
　
　

佐
藤
　
未
水

藤
川
小
六
年
　
　

内
村

和
子

県
北
中
二
年
　
　

八
巻
た
か
子

県
北
中
二
年
　
　

占
田
　
幸
博

・
同
（
国
見
町
納
脱
貯
蓄
組
合
連
合

会

長
賞

）

小
坂
小
丑
年
　
　

膏
野
　
千
裕

藤
田
小
六
午
　
　

佐
藤
亜
沙
瓦

森
汪
野
小
式
年
　

寺
鳥
　

愛

県
北
中

．
年
　
　

緑
上
　

幸
恋

県
北
中
一
．
年
　
　

若
林
　
笂
加



（

仮

称

）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
着
工

十
一
月
二
十
一
口
、
（
仮
称
）
大

木
戸
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
起
こ
式

か
、
関
係
青
杓
四
十
人
か
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

起
丁
式
で
は
、
神
嘔
の
後
、
‐冨
永

町
堤
が
「
町
内
各
地
区
の
均
術
あ
る

住
民
福
祉
の
た
め
の
施
設
を
『

大
木

。尸
地
Ｋ
に
も
建
設
す
る
こ
と
か
で
き

ま
し
た
』
と
あ
い
さ
勹

こ
の
施
設
は
、
自
治
竹
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
事
業
の
指
定
を
受
け
て
、

国
見
町
町
民
迎
動
場
の
敷
地
内
に
建

設
す
る
も
の
。
鉄
骨
平
屋
建
。
延
べ

床
而
積
が
五
四
四
・
七
し
㎡
、
ｒ

事

費
約
九
千
九
肖
七
－

万
円
、
平
成
ぺ

年
七
月
末
日
ま
で
の
工
期
『
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
六
卜
覺

の
ふ
れ
あ
い
の
間
や
農
嘔
研
修
室
、

季
節
保
育
所
の
保
育
室
と
し
て
む
利

用
さ
れ
る
世
代
交
流
ル
・
Ｉ
ム
な
ど
を

備
え
、
現
在
の
町
民
運
動
場
や
兮
後

新
築
さ
れ
る
人
木
戸
小
乍
皎
体
育
館

と
と
も
に
、
人
木
戸
地
区
活
性
化
の

拠
点
と
な
り
ま
す
。

ちょっとした不注意が

火
事
の
も
と

伊
達
地
方
消
防
組
合
内
分
粁
で
は
、

年
の
瀬
に
あ
た
り
、
年
末
特
別
警
戒

に
入
り
、
み
な
さ
人
の
家
庭
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
、
家
庭
の
防
火
指
導

に
努
め
て
い
ま
す
。

私
た
ら
の
ま
わ
り
に
は
、
見
落
と

し
か
ち
な
、
火
災
と
な
る
原
因
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

。や
注
意
か
ら
火
災

に
な
っ
た
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

次
の
こ
と
に
思

い
当
た
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

☆
ス
ト
ー
ブ
に
祐
油
す

る
と
き
や
吽

助
す
る
と
き
、
火
を
消
さ
な
い
こ

と
か
あ
る
『

☆
洗
濯
物
仝
乾
か
す
の
に
、
ス
ト
ー

ブ
を
使
う
こ
と
が
あ
る
。

☆
吸

い
殼
で
い
っ
ぱ
い
の
灰
皿
を
使

い。
て
い
る
。

☆

天

ぷ
ら
を
鴇

げ
て

い
る

と
き

に
、

電
話

や
来
客

が
あ

ご
・
、む

、
火

を

消
さ

な

い
。

☆

寝

タ

バ
コ

か
習
慣

に
な

’。
て

い
る

、

☆

峨
Ｍ
‥
の
空

だ
き
を

し

た
こ
と

が
あ

る

’。

☆
１

ど
も
を
残

し
て

外
出

す
る

こ
と

が
あ
る

。

☆
焚

火
の

火
を
き

ち
ん

と
消

さ
な

い
。

こ

れ
ら

の
ち

。…

と
し
た
こ

と
か

火
災

原
囚

の
大

半

を
占

め
て

い
ま
す

。

放
火
も
多
発

ち
・
二

と
し

た
不
注
意
以
外
で
火

災
の
原
囚
と
し
て
多
い
の
か
放
火
で

す
。
そ
の
予
防
策
は
次
の
三
つ
。

☆
家
の
回
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

☆
家
の
回
り
に
略
が
り
を
つ
く
ら
な

☆
地
城
で
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

冬
は
空
気
が
汚
染
さ
れ
や
す
い

季
節
で
す

大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

冬
は
、
上
空
の
冷
た
い
空
気
か
地

表
付
近
の
空
気
の
上
に
巾
く
の
し
か

か
る

ｌ
逆
転
層
」
と
い
う
冬
特
有
の

気
匁
現
象
の
た
め
に
、
地
表
の
汚
れ

た
令
気
が
上
空
へ
拡
散
さ
れ
ず
大
気

汚
染
濃
度
か
Ｌ
か
る
時
期
で
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
配
り
、
汚
染
防

出
に
ご
協
力
を
。

☆
移
動
に
は
公
共
交
通
槻
関
を
使
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
・
ｌ

☆
車
の
空
ぷ
か
し
や
急
発
進
。
急
加

速
は
や
め
ま
し
ょ
う
。。

☆
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
荷
物
な
ど
を
ト

ラ
ン
ク
に
睹
ん
だ
ま
ま
右
ら
な
い
。

☆
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
川
因
と
な
る

遮
法
な
路
上
駐
巾
は
や
め
ま
し

’‘

☆
車
の
燃
焼
効
率
を
考
え
て
．
口
頃

か
ら
亟
の
定
期
点
検
を
し
ま
し
ょ

☆
省
エ
ネ
暖
房
に
気
を
配
り
ま
し
ょ



公

共

下

水

道

の

一
部
供
用
開
始
を
前
に

６

私
た
ち
は
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

台
所
や
浴
室
、
洗
濯
な
ど
で
使
っ
た
生
活
排
水
や
工
場
な
ど
か
ら

出
さ
れ
る
排
水
は
、
そ
の
ま
ま
川
に
流
す
と
川
が
汚
れ
、
悪
臭
が

発
生
し
た
り
、
魚
が
住
め
な
く
な
る
な
ど
。
私
た
ち
の
財
産
で
あ

る
自
然
環
境
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

汚
れ
た
水
を
浄
化
し
て
き
れ
い
な
水
に
戻
し
て
か
ら
川
に
流
し
、

快
適
な
環
境
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
が
下
水
道
の
役
目
な
の
で
す
。

限
り
あ
る
水
資
源
を
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
川

や
湖
な
ど
の
水
質
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
私
た
ち
が
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
一
世
紀
へ
よ
り
良
い
水
資
源
と
水
環
境
を
残
す
た
め
、
下

水
道
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
下
水
道
に
つ
い
て
、
今
回
は
、

町
が
実
施
し
て
い
る
公
共
下
水
道
の
上
位
計
画
の
阿
武
隈
川
上
流

流
域
下
水
道
（
県
北
処
理
区
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

流

域

下

水

道

の
仕

組

み

流
域
下
水
道
は
．
市
や
町
そ
れ
ぞ

れ
の
行
政
Ｋ
城
に
関
係
な
く
。
河
川

や
湖
な
ど
の
流
域
を
単
位
と
す
る
二

つ
以
ｈ
の
巾
町
村
に
ま
た
が
る
広
域

的
な
下
水
道
で
す
。

流
城
下
水
道
の
建
設
と
維
持
管
理

は
、
福
鳥
県
か
行

い
。
各
市
町
村
か

進
め
て
い
る
公
共
下
水
道
を
整
備
し
。

一
つ
に
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
水

道
の
普
及
促
進
と
河
川
等
の
水
質
汚

濁
を
効
果
的
に
防
止
し
よ
う
と
い
う

し
の
で
す
。

流
域

下

水

道

の
利
　

点

流
域
下
水
道
事
業
に
は
、
次
の
利

点
か
あ
り
ま
す
。

一
　

一
‐‐‐
つ
以
上

の
市

町
村

の
排
水

を

ま

と
め
て
処

理
す

る
の
で

、
施

設

の
建

設
費

や
維
持

費
か

少
な
く

て

す

み
ま
す

。

二
　

河

川
な

ど
の
流

城
で

は
、
下

水

道

の
餓
備

か
促

進
さ

れ
、
流

城
全

体

と
し
て

の
水
質

汚

濁
か

防
止
さ

れ

る
こ
と

に
よ

っ
て

、
水
質

保
全

や
水

資
源

の
確

保
な

ど
に

も
効

果

か

あ
り
ま

す

。

阿
武
隈
川
上
流
流
域
下

水
道
（
県
北
処
理
区
）

事
業

阿
武
隈
川
上
流
械
城
下
水
道
県
北

処
理
区
は
。
国
見
町
の
ほ
か
福
島
市
、

桑
折
町
、
伊
達
町
、
梁
川
町
そ
し
て

保
原
町
の

】
市
五
町
の
行
政
区
城
を

対
象
に
。
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
福

鳥
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
整
備
促

進
し
て
い
る
事
楽
で
す
。

そ
の
心
臓
部
と
な
る
県
北
浄
化
セ

ン
タ
ー
は
、
風
見
町
に
建
設
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
整
備
を
は
匕
め
と
す
る
幹

線
管
渠
な
ど
の
根
幹
的
施
設
ｎ

部
）

の
完
成
か
間
近
に
な
り
、
平
成
八
年

四
月
一
日
か
ら
供
用
か
開
始
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県北処理区管渠計画概要図
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や
る
気
　
応
援
し
ま
す

国

見
町

奨

学

生

募

集

倒
見
町
で
は
、
学
習
意
欲
が
旺
盛

に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
…旧
離
な
方
に
対
し
、
樊
学
資

彖
の
貸
し
付
け
を
行

ご
ヽ
い
ま
す
。

奨
学
資
金
に
は
、
高
校
、
而
等
専

門
学
皎
（
商
吟
）
ま
た
は
大
学
に
在

学
し
て
い
る
方
に
貸
し
付
け
す
る
修

学
資
金
と
商
校
ま
た
は
大
学
に
人
学

す
る
際
に
賃
し
付
け
す
る
人
学
支
度

資
金
の
二
っ
か
あ
り
ま
す
。

平
成
八
年
度
の
奨
学
乍
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■

修
学
資
金

・
篠
集
人
ほ
　

若
十
名

・
賢
ｌ
金
額
（
月
額
）

大
幸

�
高
専

�
鳥
校

匸
万
円
以
内

�
一
万
五
千
円
以
内

�
一
万
円
以
内

・
貸
与
期
間

甲
成
八
年
四
月
か
ら
最
短
修
学
期

間

－

人
学
支
度
資
金

・
球
集
人
貝
　

若
十
名

・
貸

与
彖
蘭

｛
一
隅

貸
冫

｝

人
学

�
鳥
校
・
鳥
専

．一
卜
瓦
万
円
以
上
一

�
卜
．血
万
円
以
内
　
一

■
受
付
期
間

平
成
八
年

．
月
八
卜
か
・
り
ご
十
六

卩
ま
で
『・

（
土
曜
、
日
曜
お
よ
び

睨
日
今
除
く
）

■
資
格
等

国
、
県
ま
た
は
他
川
体
か
ら
同
呼

の
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

■

申
込
充

国
見
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

＊
鳥
陵
ま
た
は
商
哘
進
学
ｆ
定
桴
で

貸
し
付
け
を
希
望
す
る
方
は
、
中

学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
闘
い
合
わ
せ

教
育
委
μ

会
　
学
院
教
育
課

ｓ

唇
2
1
1
1
　

内
線
２
１
２

幼
稚
園
児

募
　

集

川
Ｕ
蔽

。教
介

要

員
余
で

は

、
小
学

皎
人

学

。
り

前
の
幼

児

を
廿
象

に
、

次
の

冫
‐
お

り
ｆ

成

八
り
Ｉ暖
旧
見

町
立

幼
唯

川
児
を
Ｑ

集

し
ま

す

。

な

お
、
申

込
睛ｎ
は

各
幼
碓

園
に
備

‐
え
て

あ
り
ま

す

－

対
匁
幼
児

乍

成

‐‐
年

叫

月

．’
．
Ｈ

か

ら

平

成

．一
一

年

四

月

一

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

幼

児

－

受
付
間
川

罘
成
八
年

．
川

九
Ｈ

か

ら
卜
九

日

午

前
九
叶

か
ら

午

後
四
時

．．匸
一
分

ま
で
．

Ｌ

叩
、
日

叩

お
よ

ぴ
祝
日

を
除

く

■
受
付
場
所

藤
川
幼
稚
園
お
よ
び
轟
江
野
幼
稚

園
．

■

持
参
す
る
ｔ
の

印
鑑

■
そ
の
他

森
汪
野
幼
催
園
で
は
、
制
服
注
文

む
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■

問

い
へ
口
わ
せ

教
育
委
八
会
　
宇
皎
教
宵
鰍

酋
肪
2
1
1
1
　

内
線
２
１
２

藤
田
保
育
所

入

所

児

童

募
集
も

平
成
・
べ
乍
度
藤
川
傑
育
所
の
人
研

児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

。

■
対
象
児
童

平
成

八
年

四
月

‐‐‐
日
現

在
の

満
午

齢

が
一
巌

以
上
の

未
就

学
児

■
瘴
妲
定
は

八
〇

人

■
受
付
期
間

甲
成
八
年
一
川
瓦
日
か
ら
十
一
一
日

ま
で

＊
土
曜
・
卜
曜
を
除
く

■
受
け
場
断

保
健
福
阯
課
福
阯
係
ま
た
は
藤
川

保
育
川

圖
持
ね
す
る
し
の

・
印

笈

・
会
吐
‥口
々

ど
の

給
与
所

俳
者

は
、

平
成
じ
年
分
の
源
泉
徹
収
票

■
そ
の
賍

保
育
時
間

は

、
午
前

ぺ
時

三

。’ご
分

か
八
Ｔ

後
四
時

ま
で

で
す

が
．
ｙ

刺

や
夕

一
占
の

保
育

も

い
た
し
ま
す

。

延
長

保
育
を

希
望

す
る
力

は
、

山

接

の

際
に

ご
相
談
く

だ

さ

り

■
川

い
合
わ
せ

・
保
健
福
祉
課

福
祉
係

Ｓ
翦
2
1
1
1
　
内
線
１
４
５

・
藤
田
は
育
所
　
公
薮
2
3
7
4

新 春 賀 詞 交 歓 会
平成８年の岡 見町新嚇賀311全歓会を、国 見町．国見町商工会、およぴ国 見町11 蒿

クラブおよび亅 Ａ伊丿全ゐら い国 見総 合支店の共催.で、次のとお･ﾘ  州 催します．

・【|　 畤　 平1戉８年卩H 11 11 木丿 乍後２畤

・場　･fi　 亅 Ａ伊達みらい国 見会館

・ 参 加 料 し 償 円

・申込方法 参り1】を希望す る方は．翦力|】料を添えて、役鵬総務課．町商工会または

.jA 伊il みらい国 見総.r冫支店にお巾1.込み くださ1 ･･ .

■問い合わせ　lg 見町役場 総務課 庶務係S85 2111　 内線121



３
つ
の
お
願
い

税
務
課
か
ら

家
屋
の
滅
失
届

お
忘
れ
な
く

固
定
賢
産
税
は
、
一
月
一
日
現
在

の
上
地
や
建
物
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

平
成
七
年
中
に
、
家
屋
を
取
り
壊

さ
れ
た
方
は
、
早
成
八
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
に
家
屋
滅
失
届
を
税
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
旧
案
屋
等
を
取
り
壊
し
て

改
築
し
た
家
屋
で
、
家
屋
評
価
を
行

っ
た
お
宅
は
、
す
で
に
、
滅
失
確
認

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
届
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

－

問
い
合
わ
せ

税
務
課

固
定
資
産
係

霖
卵
2
1
1
1

内
線
１
５
４

記
帳
に
基
づ
く

正
し
い

申
告
を

商
充
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、
自

分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る
た
め

に
は
。
毎
日
の
取
り
引
き
を
き
ち
ん

と
記
帳
し
、
取
引
記
録
等
を
保
存
し

て
お
く
こ
と
か
必
要
で
す
。

青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
方
で
も
、

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
方
は
。
記

帳
や
記
録
の
保
存
な
ど
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

記
帳
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
不

明
な
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄

り
の
税
務
署
や
脱
務
相
談
室
ま
た
は

役
場
税
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
課
　
課
税
係

霊
6
2
1
1
1
　

内
線
１
５
１

・
福
島
税
務
署
　
Ｓ
俶
３
１
２
１

・
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
番
号

（
白
色
申
告
者
の
記
帳
・
記
録
保
存

制
度
）

1
2月
の
納
税

一

町
県
民
税
　
　

第
４
期

・

国
民
健
康

保
険

税第
４

期

年末年始水道(給水)修繕工事当番

月 � 日 �指 定 店 名 � 電 話 番S ｝

12
月�30

日(幻�
罕沢水通工業所�& 5 - 引

�3旧(剛

１

月 �

１日(月)�斎　久　設　俶�-2  引 0

�２日㈹�国　 叺　設　蠏�-
 3 % 3 (店舗)-4

 7 (自宅)

�３日團�国見ガス住宅設爾�8S－ 幻 37

�4 日 困�県　北　水　道�8S

  ー2722 (高 肝電 訊)-2720

 ( 江 電 訊)88

7  ( 惓江 農機)

�５日C匐�国　兄　建　工�85－4522

�６日出�後　藤　設　歯�85
  ー3m3 ( 店舗）85

－3321げ1宅）

�７日印�高　城　工　業�-3  9

戸籍謄本などの交付手数料が変わります

平成８年１月１日から、戸籍謄本・抄本などの交付手数科金が改

定されます。

内　　　　　　　　　　　 容 � 改 定　 手　数 料

戸籍の謄本または抄本の交付 � １通　　　　450 円

除籍の謄本または抄本の交付 � １通　　　　750 円

戸籍に記載した事項に関する証明 �証明事項１件　350 円

除籍に記載した事項に閠する証明 �証明事項１件　450 円

届出・申請の受理証明冷または届書

その他の耆類の記敏‘μ項の証明書 �
１通　　　　350 円

上質紙を用いた受理証明 書

［ 婚姻、離婚、簀f 縁組．蹙･f　

離縁または認知の届出　　

］ �１通　　　　L48 円

届咨その他の書類の閲覧 � 書類Ｉ件　　　350 円

ピ
ッ
・
ポ
ッ
・
パ
ッ

１
月
1
0日
は

「
一
一
〇
番
の
日

」

通
報
は

落
ち
着
い
て
正
確
に

「
一
一
〇
」
を
か
け
る
と
、
警
察

官
か
次
の
こ
と
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

一
　

ど
こ
で
、
何
か
あ
っ
た
の
か

二
　
事
件
や
事
故
の
目
撃
内
容

三
　

あ
な
た
の
氏
名
、
住
所
、
竃
話

番
号
な
ど

正
し
い
利
用
を

こ

Ｉ
〇
」
は
．
緊
急
通
報
用
の

電
話
で
す
か
ら
．
『
問
い
合
わ
せ
』

や

．相
談
ご
と
」
な
ど
に
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
．
緊
急
通
話
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
．

公
衆
電
話
か
ら
の

「

一

一

〇

」

公
衆
電
話
か
ら
「
一
一
〇
」
す
る

と
き
は
、
ま
ず

こ

Ｉ
〇
」
を
ダ
イ

ヤ
ル
し
た
後
．
受
話
器
を
フ
ッ
ク
に

戻
し
て
く
だ
さ
い
．
係
員
が
呼
び
返

し
の
ベ
ル
を
鳴
ら
し
ま
す
か
ら
、
受

話
器
を
取
っ
て

お
話
し
く
だ
さ
い
．



阿
津
賀
志
山

「

ビ
ッ

グ
・
ツ
リ

ー
」

関
連イ

ベ
ン
ト

今
午
も
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
一

川
一
日
ま
で
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク

ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
か
、
阿
津
賀
志
山

に
ビ
″
グ

ー
ツ
リ
ー
を
般
置
し
ま
す
。

ニ
ト
三
日
は
、
国
見
町
上
野
台
迦

動
公
園
内
で
、
点
灯
式
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お

い
で
く
だ
さ
い
。

ピ
ッ
グ

ー
ツ
リ
ー
点
灯
式

一

二
十
三
日
（
祝
）
午
後
三
時
か
ら

☆
無
糾
ト
ン
汁
＆
お
に
ぎ
り

☆
宝
さ
か
し
、
佐
七
流
太
鼓
披
露
、

リ
ン
ゴ
の
皮
む
き
競
争

☆
ピ
。
グ

ー
ツ
リ
ー
点
灯
式

写

真
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ
は
。
阿
津
賀
志
山
ピ
。
グ
ー

ツ
リ
ー
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
れ
ば

自
由
。

優
秀
作
品
に
は
。
賞
状
と
副
賞
を

噌
り
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し
ま
す
。

☆
サ
イ
ズ
は
、
カ
ラ
ー
四
切
り
の
単

写
輿
。
展
示
後
に
返
却
し
ま
す
。

☆
応
募
作
品
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
か
、
一
人
一
賞
と
し
ま
す
。

☆
作
品
の
裏
而
に
題
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

☆
応
募
締
切
日
は
平
成
八
年
一
り
二

十
五
凵
、
入
賞
者
の
災
衣
は
二
月

上
旬
。

☆
応
募
先

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
5

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

ト

ラ
イ
ア

ン

グ
ル

ク
ラ

ブ
（
佐
藤

）

酋
肪
３
９
一
リ
ー
り
｝

観月台文化情報

大川栄策 ショー

２月３日（土）　午後1 時・午後４時　２回公演

全席指定　前売券3.0 円　当日券4.000 円

「恋吹雪」やi ’さざえかの宿」などの ヒ･y卜曲と 青空球 児

・好児のバラエテｆ一 シ Ｊ一を存分にお 楽しみください。

天満敦子 ヴァイオリン・リサイタル

２月９日（金）　午後６時30分開演

全席自由　入場券l,000円

ルーマニアから 亡命した流浪のヴ フイオリニ ストが、日本

大使館員に 託し たヴ ァイオリン曲「望郷のバ ラード」は 、

聴く人の 心を震わせます、今、人気絶頂の天満敦 子が観 月

台にデビ ューし ます。

■問い合 わせ　国 見町教育委員会　 生涯学習 課　 文化振 興係　酋8  5 ｰ 2 6 7 6



PUBLIC

H
A
L
L

N EWS

公
民
館
だ
よ
リ

国
見
町
公
民
館

国
見
町
大
牟
藤
田
字
観
月
台
1
5

酋
　

卿
2
6
7
6

F
A
χ

卿
2
7
0
7

お
正

月

は

手
づ
く
り
の
門
松
で

く

に
み

女
性
教

室

と
成

人
学
級

の

へ
Ｕ
同
｛
千
即
口
『
ミ

ニ
門
松

づ
く

り
』

は

十
一
・．
月

六
日
．
観

月
台

文
化

セ

ン
タ

’・
体

育
館

で
行
わ

れ
ま

し

た
．

一
．
十

一
名
の

学
級

生

か
参

加
し

、

菊
地

仙

七
さ
ん
、

佐
藤

守
由

さ
ん

を

講

師
に

、
一
か

ら
懇
切

丁
寧

に

ご
指

導

い
た

だ
き
ま
し

た
、．

缶

の
中

心
に
竹

を
立

て
、

山
砂
を

入
れ
る
作
業
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
ま

わ
り
に
松
葉
を
差
し
込
み
、
次
に
わ

ら
を
ニ
ト
本
位
ず
つ
ゆ
わ
え
た
も
の

を
二
十
ほ
ど
作
り
、
缶
の
ま
わ
り
に

巻
い
て
縄
で
し
ぼ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
人
仕
事
で
し
た
。

講
師
の
菊
地
さ
ん
ら
は
個
人
桁
導

で
大
忙
し
で
し
た
が
、
幸
級
生
同
上

で
教
え
合
う
姿
も
兄
ら
れ
、
攵
性
教

室
と
成
人
学
級
の
食
流
の
場
と
も
な

り
ま
し
た
．

．
昨
年
、
同
じ
ミ
ニ
門

松
づ
く
・り
を
し
た
学
級
生
む

い
た
の

て
、
什
業
が
進
む
に
つ
れ
手
つ
き
し

慣
れ
、
な
か
な
か
ｈ

手
と
ａ

め
ら
れ

る
場
而
ら
あ
り
ま
し
た
．

最
後
に
鶴
、
亀
、
扇
．
南
人
．
梅

の
小
枝
を
飾
り
付
け
、
門
松
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
．

完
成
品
は
自
宅

に
持
ち
帰
り
．
手

づ
く
り
の
門
松
で
新
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
｛

て
い
ま
す

大
枝
地
区
の

「
孫
育
て

学
級
」

が
開
講

公
民
館
Ｅ
催
の
人
技
地
区
移
動
公

民
館

一
係
育
て
学
級
一

は
十
二
月
阮

日
、
国
見
東
部
高
齢
者
等
活
性
化
セ

ン
タ
ー・
で
開
講
し
ま
し
た
。

働
く
お
け
さ
ん
の
川
加
に
伴
い
、

高
齢
抒
に
よ
る
幼
児
の
保
育
が
増
人

し

っ
つ
あ

る
中

、

「
．’．つ

子
の

魂
百

ま

で
｀

と

い
わ

れ
る
よ

う

に
、
幼

児

の
家
庭
教

育

の
垂
要

件

に
か
ん

が
み

閧
い
て

い
る
む

の
で

す
．

第

．
回
卜

は
歯
科

医
師

の
神

津
武

志

先
生

を
講

師
に
迎

え
　

幽
の

健
康

』

に
つ

い
て
学

び
ま
し

た
．

食

べ
物
と

虫

歯
、

生
活
習

慣

と
歯

の
健
曝

、
正

し

い
歯

の
み

が
き
方

な
ど

、
具
体

的

な
例

を
あ

げ
な

が
ら

の
お

話
で
し

た
．、

お
じ

い
ち

ゃ
ん
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

が

幸
叫

し
て

い
る
間

、
係

さ
ん

た
ち

は

別
室
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

さ
ん

に

面
倒

を
み
て

も

ら
っ
て

お
り

ま
す

．

次

同
は

．
月

九
日

（
幼
児

期
の

し

っ
け

）
、

第
三

回
目
は

二
月

十
三

日

（

お
や
つ

作

り
）
の
予

定

に
な

．
て

お

り
ま
す

．
ぜ

ひ
、

大
勢

の
方

々
の

ご
参

加
を

お
待

ち
し
て

お

り
ま
す

．．

た
こ
づ
く
り
に
挑
戦

～
少
年
仲
間

づ
く
り
教
室
～

少
年
仲
川
づ
く
り
教
室
の
剛
作
活

動
「
た
こ
づ
く
り
」
は
ト

ー
月
ト

ー

日
、
卜
。一
月
九
日
の
二
回
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
宋
年
の
お
正
月
は
自
作
の
た
こ

を
大
空
高
く
揚
げ
よ
う
一

と
開
か
れ

た
も
の
で
す
。。
叨
め
の
う
ち
は
簡
単

そ
う
に
み
え
た
た
こ
も
、
ひ
も
の
結

び
方
や
紙
の
貼
り
方
が
む
ず
か
し
く
、

何
回
か
大
敗
を
く
り
返
し
て
い
る
う

ち
に
Ｌ
予
に
な
り
、
班
ご
と
に
お
瓦

い
に
協
力
し
合

い
、
努
力
し
た
か
い

か
あ
っ
て
．
自
作
の
り
っ
ば
な
た
こ

か
出
来
上
が
り
ま
し
た
．．

学
級
生
は
完
成
し

た
た
こ
を
手
に
．

「
早
く
空
高
く
揚
げ
て
み
た
い
」
と

胸
を
は
ず
ま
せ
て

い
ま
し
た
．

冖 松づくりに取り組む学皿生

奠険に孫育 てに ついて学ぶ参加者の 皆さん

たこづくりに隍 戦する少年仲問づくり紋霊生

「スパイラルテープ療法」講習会

～ どなたで ら白由に 参加できます，

お気軽にご毟場くだきい～

○主 催 国 見町 体育協会・体協家庭バレ ーボール郎

０ と　 き　 弔成８年１川幻 日 ( 日 )　 乍後１時～ ４畤

○ところ　 観月台文化七ン ター ホー･ﾚ

○講 師　ｒｉ 接冊院　 工 健 久光生（仙台巾）

○参加費 無料



中

学

の

部
で

県
北

中

が

優

勝

一
般
の
部
は
準
優
勝

～
　

郡
　
内
　
一
　

周
　
駅
　
伝
　
～

第

十
四

回
伊
達

郡
内

一
周

駅
伝
競

走
大
会

は

卜
二
月

三
日

、
飯

野
町
役

場
前

を
ス

タ
ー
ト

し
、
郡
内

九
町
を

経
由
し

て

保
原
町

中
央
公

民
館

前
に

ゴ

ー
ル
す

る
コ

ー
ス
で

開
か
れ

。
中

学
の
郎

で

県
北
中

が
優
勝

、
一

般
の

部
で

も
国
見

町
か

準
優
勝

す

る
な
ど

、

日
頃

の
練
習

の
成

果
を
存

分

に
発
揮

し
ま

し
ぺ

伊

達
地
方

体
育
協

会

の
主
催
で

開

か
れ

、
一

般
の
部

に
十
二

。
中

学
の

部

に
六
チ

ー
ム
か

出
場
し

、
5
5
・
２

Ｓ・
（

一
般

り一
区
間

、
中

学
1
3
区
間

）

に
健

脚
を

竸

い
ま

し
た

。

上

位
の
成

績
は

次
の

と
お

り
で
す

。

（
敬

称

略
）

【

一

般

】

◇
総
（
口

優

勝

梁
川
町
Ａ

３
時
間
0
8分
0
6秒

準
優
勝
　
国
見
町

３
時
間
旧
分
3
8秒

第
三
位
　
川
俣
Ａ

３
時
間
1
2分
5
9秒

◇
区
間
賞
（
国
見
町
分
の
み
）

第

１
区
　

松
滴
　

孝
紀

第

４
区

唯
一
　

忠

黔
９
一χ
一
　
犇
ｉ
　

ｌ
彑

【
中

学

生
】

◇
総

合

優

勝
　
県
北
中
学
校

３
時
問
1
7分
1
2秒

準
優
勝
　
梁
川
中
学
校

３
時
間
Ｓ
分
4
4秒

第
三
位

寵
山
中
学
校

３
時
間
2
9分
３
秒

◇
Ｋ
間
賞
（
県
北
中
分
の
み
）

第
１
Ｋ

斎
藤
　

滅

第
２
Ｋ
　
鍛
治
内
人
輔

第
3
.
1
K
斎
藤
　

崇

第
５
Ｋ
　
阿
部
　
康
人

第
７
区
　
田
川
　
幸
一

第
８
Ｋ
　
人
沼
　
政
子

第
９
  
:

第
1
0ぼ一

人
竹
　
洋
平

第
1
1区

斎
藤
　
裕
幸

第
1
2区

佐
久
間

勉

中学の部 第 区で見事区間貫の大竹選手

人
形
劇
や

影
絵
を
楽
し
む

臨
鳥
人

学
児
歃
文
化
研
究
会
の

「
ど

ん
ぐ
り

公
演

」
は

十
『
一
月
．．．
日
、
観

月
台
文

化
セ

ン
タ

ー
で

聞
か
れ

、
小

学
生
約
汀

五

十
人

か
人
形

劇

や
彫

絵
、

ゲ
ー
ム

な
ど
を

楽
し

み
ま

し

た
．．

同
研
究
会

が
日

ご
ろ

の
活
動
成

果

を
発
揮
す

る
場

と
し

て
、

毎
年

一
回

ず

つ
閧
催

し
て

い

る
も
の
で

す
．

国

見
町
で

の
公
演

は
今

回

が
初

め
て

で
、

町

教
育
委

員
会

か
後
援

、

町
ラ
イ

オ

ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
協

賛

し
ま

し
た
‘

研
究
ぐ
　
４
　
工
の
皆

さ

ん
約

．－
．十

人

が
影
桧
制

「
ご
．皎

の

お
ふ

だ
」

や
人

形
劇
『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』
な
ど
を

披
露
し
、
’ｒ

供
だ
ち
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

多くの子どもたらが稾しんだど んぐり公海

「
相
続
と
遺
言
」

に

つ

い

て

知

識

を

深

め

る

く
に
み

女
性
教

室

、
成

人
学
級
．

阿

津
賀
心

学
級

の
（
ｎ
同

学
習

会

．「暮

ら
し
と
泌

律
を

考
え

る
」

は
十

一
月

卜

七
日
、

約
．自
．．．卜

人
が
出

席
し

て

観

月
台
文

化
セ

ン
タ

ー
で

閧
か
れ

ま

し

た
．

兮
回

は
主

に

‐１
相

続
と

遣
。ｄ
」

と

い
う
内
容

で
、

国
ｎ
｀
町
人
権

陳
護

委

八

の
晦
津

幸
夫

さ
ん

よ
り
講

演

を

い

た
だ
き
ま

し

た
．

棚
続

の
問
題

に

つ

い
て

は
今
さ

ら

新

し

い
問
題
で

は
な
く

、
古

く

か
ら

碌

々
な
形

で
数

限

り
な
く

あ
り

ま
す
・

そ
の
巾

か
ら
事

例
を

取

り
上
げ

、
現

代

の
相

続
の
複

雑
さ

、
難

し
さ

な
ど

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
最
近
の

財
産
上
の
権
利
の
譲
渡
を
す
る
人
と

債
権
者
の
同
愚
関
係
、
相
続
脱
な
ど

に
も
触
れ
ら
れ
、
最
低
限
身
に
っ
け

て
お
き
た
い
法
律
の
知
識
、
相
続
時

の
闘
題
点
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
万

法
と
し
て
の
ヒ
ン
ト
な
ど
、
資
料
を

も
と
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
『

肉
親
同
士
の
し

め
事
を
少
し
で
も

な
ぐ
す
た
め
に
も
、
遺
言
等
を
む
と

に
相
統
権
を
持
つ
荐
同
十
か
納
得
の

い
く
話
し

口`
い
で
解
決
す
る
の
か
一

冊
、
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

講
演
後
、一
空
高
く
夫
婦
と
ん
ぼ
‘

と
い
う
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
、

ス
ト
ー
リ
・
・
は
、
脳
卒
中
で
倒
れ
た

お
午
寄
り
を
み
ん
な
で
助
け（
口
い
な

が
ら
看
護
す
る
家
族
の
様
子
と
、
そ

の
関
わ
り
方
に
よ
る
病
状
回
復
の
変

化
の
様
子
や
、
夫
婦
の
在
り
方
、
祖

父
ほ
と
係
と
の
関
わ
り
、
処
し
く
賢

く
老
い
を
生
き
る
た
め
の
努
力
な
ど
。

視
聴
矜
に
卜
分
に
訴
え
る
こ
と
の
で

き
る
内
容
で
し
た
。



わ

だ

い

モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
な
夜

Ｎ

響
弦
楽
五
重
奏
団

十
一
月
七
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
．
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
貝
に
よ

る
弦
楽
五
重
奏
の
演
奏
会
が
闘
催
さ

れ
ま
し
た
。

演
奏
し
た
の
は
、
同
交
響
楽
団
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
山
口
裕
之
氏

を
は
じ
め
と
す
る
首
席
奏
者
の
五
人
。

こ
の
夜
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
と
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
弦
楽
五

重
奏
曲
。
ホ
ー
ル
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク

愛
好
者
に
混
じ
っ
て
小
中
学
生
や
高

校
生
の
姿
も
。

室
内
楽
の
醍
醐
味
を
た
っ
ぷ
り
聴

か
せ
た
五
人
に
盛
ん
な
拍
手
か
送
ら

れ
ま
し
た
。

小
中
学
生
も

音
楽
の
祭
典

十
一
月
十
日
、
国
見
町
ふ
る
さ
と

コ
ン
サ
ー
ト
（
第
一
部
）
が
鬨
催
き

れ
、
町
内
の
小
中
学
生
が
豪
器
演
奏

や
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
出
演
す
る
小
中
学
生

は
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
ｆ
の
ス
テ
ー
ジ

を
ビ
デ
オ
や
写
真
に
収
め
よ
う
と
す

る
保
護
者
で
い
っ
ぱ
い
。

ま
た
、
こ
の
卩
、
講
師
に
迎
え
た

高
尾
茂
治
国
立
音
楽
人
学
助
教
授
か
、

ピ
ア
ノ
曲
を
演
奏

。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

ー（

艮
調
、
ジ

ー

パ
ン
の
エ
チ
ュ
ー
ド
や
ス
ケ
ル
ツ
ォ

な
ど
、
代
表
的
な
ピ
ア
ノ
曲
を
演
奏

し
ま
し
た
。

第
1
0回

ス
ボ
少
駅
伝

十
回
目
を
迎
え
た
国
見
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
駅
伝
餓
走
大
会
か
十
一
月

十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
福
島
市
を
は
じ

め
伊
違
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

三
卜
九
チ
ー
ム
。
こ
の
う
ち
、
国
見

町
か
ら
は
、
小
坂
ス
ポ
ー
ツ
少
午
団

な
ど
十
チ
ー
ム
か
参
加
。
藤
田
小
学

校
を
発
稽
す
る
八
区
間
、
十
㎞
を
元

気
に
走
り
抜
き
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

■
男
7
.の
部

・
倭
勝

富
川
（
川
俣
町
）

・
２
位
　
伊
逮
崎
（
桑
折
町
）

・
３
位

堰
本
（
梁
川
町
）

－

女
子
の
部

・
優
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心配ごと相談
困-, たことや相談したいことかあるときは

お気軽にどうぞ．腿密は守ります．

場所：役鳩｛２階｝相鮫室

（東側入Iμ|からお入りください）
時間：乍前９畤から12畤まで

１月ｰ 2 日 村上 金正 一谷旆 智恵

１月 日 県　 正・小西 網子

●「 月５日は．休ませていただきます．

人 口 と世 帯

12月１日現在（前月比）11 月中の助き
人　口

男5.714 人 （　 ０ ）

女6  靆 37 人(  十 6 )

計 い .  一 人 (  十 6  )

世 帯 数 33 戸 し ４）

転入26 人
転出21 人

出生11 人
死亡10 人

皿生おめでとう

子 の 名　 保袰者　 ・1内 会

良 人 (  り うxｊ 松浦 曩剛 石|畭|II原

佳織堕ａ･ お‘川 朽木 雅彦 肖 町 南

也 (  し や} 仭I.● 遥裕 官　 蝕

修 哉{Ｌａうや･ 》 村 上 久人 山崎沢lll

な 良{ゆ　 ら5 長谷川 路淘 高　 埔

Ｍ( ゐ か ね)  龕  象  出  ﾄﾞ

くるみ　　　 人輔 節夫 第4（1

直 火{な お み)  佐 ･  慢 駅　 餉

綾 乃(ゐ や の3 菊池 隆 二こ 嶇 田i｡

愎{ た か 口 佐● 扱 一 石111sI肅

● 気は Ｌ き}高纖 自裁111 崘 北

結婦おめでとう

氏　　名　　　　 町内公
武 田.11: ん　　　 宮 町1･j
lli 川 みゆき　　　 石毋111表
佐  文　　　 原　 町
坂 本ill:IIμ･　　　 保原町
占 田  彦　　　 ・　 円
i･ 鳥 かお･J　　　 月紬町
|11村 消 俸　　　 ま 山 東

命 第　　　 鰄鳥 小
訟 浦 ｉ 轉1　　　 石埣ｌ原
滬 辺 八了代　　　 耋11】町
佐 ● 力 也　　　 令　--･
§4=藤 裕 了　　　 宮 町附
圖 Ⅲ 和 鹿　　　 富町北
引 地　　町　　　 寓町 北
吾 去 慶　一　　　 耕　 谷
隲 内 奥ln子　　　 陥島･¶i
村 上dE 梱　　　 第　 九
扠 並 刊 正　　　 保原 町

おくやみ申しあげます

氏　　名　　 乍齢　　町内会
菅 町 再 雄　　68　　 耕　 谷
石 』11肖 舛　　65　　 宮　 東
樋 口 消 光　　柘　　富町 喇
多 勢 囀 旻　　72　　 滝　 山
実 沢 濔 良　　75　　罵　 バ
小 池 市 助　　湖　　第　 匚．
菅 野 文 男　　5舸　　内 谷東
12 浦 英 雄　　5･l　　石毋111ｔ
赤 坂　/ゝ ･レ　　94　　内 谷西
松 浦 ア キ　　79　　 石毋nl西
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